
広
報

早く出て来い！熱いお湯！！
書
初
や
子
も
一
つ
と
る
年
の
功千
秋

あ
け
ま
し
て

お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様

、
お
せ
ち
料
理

を

い
た

だ

き
ま
し

た
で
し

ょ
う

か
。

最
近

は
、
出
前

の
寿

司
や
仕
出

し
、

オ
ー
ド
ブ

ル
を
頼
む
家

庭

が

増
え
て

い
る

と
聞

き
ま
す
。
昔

は

隣
も
我

が
家
も

似
た
手
料
理

だ
っ

た

の
で
す

が
、

今
は

バ
ラ

子
ア
イ

に
富

ん
で

い
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

と
こ
ろ
で

、
ど
う
し
て

一
月

を

正
月

と
言
う

か

ご
存
じ
で
す

か
。

「
政
治

に
専
念
し

た
秦

の
始
皇

の
降
誕
の
月

で
あ
る

と
こ
ろ
か

ら

セ
イ
グ
ヮ

ツ
（
政
月

）
と

い
っ
て

い
た
も

の
が
、
正
月

と
書

か

れ
る

よ
う
に
な
り

、
音

が
改

め
ら

れ
た

も
の
」
（
日

本
国
語
大
辞

典

）
だ

そ

つヽ
で
す
。

政
治

は
大
事
な
も

の
で
あ

る
か

ら
、
忘

れ
な

い
よ
う

に
年

が
明
け

た
最

初
の
月

に
そ

の
上
う
な

名
前

を
つ
け

た
の
で
し

ょ
う
。

さ
て

、
今
年

は
ど
ん
な

年
に
な

る

の
か
な
。

月

１

1991

葭森 県蓬田村／編集・広 報よもぎた編集委員 会発行・青森県東津軽郡 蓬田村大字 蓬田 字汐越｜の3　a0174(27)2 囗|・FAX  0174(27)3255

・新年 のご挨 拶／ 新年随 想……… …… ……… ……２

・総務 課／蓬 田村 議会から …… ……… ……… ……３

･1990 年 村 の重大 ニュー ス…… ……… ……… ……４

●東郡 小学生 卓球 大会… ……… ……… ……… ……５

・玉松 地域を こうし たい ／…… ……… ………６ ～７

●村社 会福祉 大会 ……… ……… ……… ……… ……８

・せんり ゆう 北緯41 °‘ ／ 一枚の 写真 から …… ……９

・村体 育協 会／各 課から ……… ……… …… ………10

●談 話室／ 行事予 定…… ……… ……… …… ………11

・け つぱる 蓬田人 ／戸籍 の窓口 ……… …… ………12

No.196

よもぎた

内 容



新
年
の
ご
挨
拶

開
け
ゆ
く
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
、
新
年
を
心
か
ら
寿
ぎ
、
村
民

皆
様
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
村
政
運

営
に
つ
き
ま
し
て
も
暖
か
い
御
協

力
と
激
励
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

前
年
は
低
米
価
、
減
反
の
中
に

も
豊
作
を
見
た
こ
と
を
喜
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
農
業
情
勢
は
き
び
し
く
多
角
経

営
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
複
合
経

営
に
向
け
て
頑
張
り
所
得
の
向
上

村

長

八
　
戸
　

良
次
郎

に
一
生
懸
命
努

力
い
た
し
ま
し

ょ

う
。

村
の
経
済

も
農
業

か
ら

他
産

業

に
移
り
つ

つ
あ

り
ま
す
。

ま

た
、
社
会

情
勢
も
、
高
齢

化

社
会

、
高
速
交
通

、
情
報
化

、
国

際
化

へ
と
移
行
し

つ
つ
あ

る
現

状

を
生

み
出
し

て

い
ま
す
。
勤

勉
で

あ

る
日
本

民
族

の
努
力
の
結
果

と

申
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

し

か
し

そ
の
反
面

、
物
は
豊

か

に
な

っ
た

が
、
心

の
面

で
今
速

か

に
対
応
す

べ
き
点

が
沢
山
出
て

き

て
お
り

ま
す

。
文
化

を
誇
り
、
科

学
を
進
歩

さ
せ
る
一

方
、
情
操

の

豊
か

さ
を
取

り
戻
し

、
更
に
発
展

さ
せ
な
け

れ

ば
な
ら

な
い
と
思

い

ま
す
。
村
民

憲
章

に
あ

る
、
明

る

い
村
、
住

み
よ

い
村

、
豊
か
な
村

づ
く
り
に
更

に
思

い
を
致
し

て

お

互

い
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年

は
村
制
施
行
百
周

年
を

記

念
し
て

、
記

念
碑

の
建
立
、
奨

学
基
金
の
設
定

、
郷
土

芸
能
王

松

太
鼓
の
設
定

な
ど
を
行

い
ま
し
た

が
、
ま

だ
ま

だ
こ
れ

か
ら
や
ら
な

け

れ

ば
な
ら

な

い
仕
事

が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

玉
松
地
域
開
発
プ
ラ
ン
を
軸
に
、

海

水
浴

場
の

整
備
と
海
浜

美
化
、

玉
松
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
の
促
進
、

温

泉
復
元

に
よ

る
村
民
健

康
主
体

の
施

設
の
整
備

、
高
齢
福

祉
対
策

、

教
育

の
向
上
は
言

っ
に
及

ば
ず
、

農
業

基
盤
の
整
備

も
農
道

を
主
体

に

促
進
さ
せ
、
生
涯

教
育
ま

ち

づ

く
り

事
業
も
財

政
と
に
ら
み

合
せ

て

、
真
に
村
民

の
間
に
夫

々
定
着

、

観
光
開

発
に
つ

い
て

も
商
工
会

と

連
け

い
を
保
ち
な

が
ら
、
村

の
特

質
を
生

か
す
物
産

、
加
工

品

な
ど

沢
山

の
物

を
開
発
す

る
よ
う

に
し

た

い
と
思

い
ま
す
。

役
場
職

員
も
一
同
力

を
合
せ
て

今
年
は
更

に
努
力
す

る
よ
う
村
長

と
し

て
要

望
し

て

お
り

ま
す
。

「
言
う

は
易

く
行
う

は
難
し

。
」

で
あ
り
ま
す

が
、
村
民
皆

さ
ん

の

力

を
借
り

る
と
共
に
、
関

係
機
関

の

ご
指
導

を
頂

き
な

が
ら
精
一
杯

頑
張

る
つ

も
り

で
あ
り
ま
す

。
重

ね
て
村
民
皆

様
の

ご
健
康

ご
多
幸

を
願

っ
て
年
頭

の

ご
挨
拶

と
致
し

ま
す

。

新 年 随 想
奈　良　 尹教育長

「
新
し

い
革
袋

に
新
し

い
酒

を
」

こ
れ
は
新
し

い
年
に

は
又

気
分
を

更

め
て
出
発
し

よ
う

と
い
う

こ

と

だ
ろ

つヽ
。

「
年

々
歳
々
人
同
じ

か
ら
ず
歳

々
年

々
花
相

似
た
り
」
と
も
言
う

。

悠
久
の
自
然

は
相
変
ら

ず
の
ま
ま

だ
が
、
そ

れ
を
取

り
ま
く

人
間
社

会

の
変

化

を

言

っ

た

も

の

だ

と

思

平

成

三

年

を

迎

え

る

新

た

な

決

意

と

な

る

と

、
今

年

こ

そ

は

と

、

気

張

っ

た

こ

と

は

な

い
。

た

だ
念

願

み

た

い
に
考

え
て

い

る
こ
と

は
、

貴

重

な

村

財

政

の

中

で

、

ど

う

し

た

ら

有

効

に

教

育

行

政

に
反

映

さ

せ

、

皆

さ

ん

の
要

望

に

応

え

る

か

の

一
言
に

盡
（

つ

）き

る

の
で
あ

る
。

「

ふ

る

さ

と

の

活

性

化

」

が
叫

ば

れ

る

こ

ん
日

で

あ

る

が

、

線

香

花

火

の

よ

う

で

は

な

ら

な

い
し

、

奇

抜

な

ア

イ

デ
ア

は

い

い

が

後

は

閑

古

鳥

、

村

の

重

荷

に

な

る

よ
う

に

は
し

た

く

な

い

。

し

か
し

一

旦

決

意

断

行

し

た

ら

多

少

の
困

難

は

覚

悟

の

上

、

継

続

の

努

力

は
当

然

で

あ

る

。

玉

松

太

鼓

し

か

り

、

修

学

奨

励

事

業

し

か

り

で

あ

る
。

軌

道

に

乗

せ

る

責

任

が

あ

る

。

今

後

の

問

題

と
し

て

学

校

の
五

日

制

導

入

が
あ

る
。

ど

う

対

応

す

べ
き

か
充

分

注

意

し

知

恵

を

こ

ら

さ

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

こ

と

で

あ

る

。

青

少

年

の

問

題

と
し

て

片

付

け

ら

れ

る

こ

と

で

な

く

将

来

の
日

本

社

会

の

形

成

に

も

か

か

お

る
問

題

で

も

あ

ろ
う

。

明

日

の

生

活

に

追

わ

れ

て

い

る

私

共

は

忙

し

く

暮

ら

し

て

い
る

し

そ

れ

ど

こ

ろ

で

な

い
心

境

で

も

あ

る

。

し

か
し

子

供

の

こ

と

に

は

是

非

家

庭

の

方

々
に

も
手

を

か

し

て

い
た

だ

か

な

く

て

は

な

る

ま

い

か

新年のあいさつ●2
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ら
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
「
働
け
ど
働

け
ど
吾
が
暮
し
楽
に
な
ら
ず
、
じ

っ
と
于
を
見
る
」
啄
木

し
か
し
こ
の
詩
に
共
感
を
覚
え

る
の
は
「
あ
せ
り
」
を
感
じ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
今
あ
る
姿
か
ら
立

戸籍の窓口

平成３年1 月1 日から

新しい戸籍は正しい字で。
上

っ
て
ゆ
こ
う

と
す

る
決
意

さ
え

感

ず
る
の
で
あ

る
。

即
ち
今
あ

る

こ

と
か
ら
の
出

発
こ
そ
新
し

い
年

へ
の
出
発
と
し

た
い
心
境
で
あ
る
。

時

に
運
、
不

運
、
出
来

、
不

出

来

が
あ
ろ
う

が
、
定
ま
り
な

き
は

世

の
常

だ
と
言
う

。

(3) 俗字のうち｢館｣や｢崘｣など、一定

の字については従来のまま記載

します。

◆新しい戸籍には

正しい字で記載

◆申し出によって

正しい字に訂正

未
熟
、
未
完
成
だ
か
ら
私
の
書

も
、
剣
道
も
続
け
ら
れ
た
し
、
そ

し
て
生
涯
か
か
っ
て
も
不
可
能
な

課
題
に
向
か
っ
て
…
…
学
習
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

現在の戸籍については、そのまま

では正しい字には直りませんが、申
し出によって、いつでも戸籍に記扶
されている誤字・俗字を正しい字に

訂正することができます。

1.　従来の戸籍に氏名が誤字・俗字
で記載されている方について、
次のような場合には、新しい戸
籍に正しい字で記載します。

①　婚姻、転籍などによって新
しく戸籍を作る場合

②　養子縁組などによって他の
戸籍へ入籍する場合
③　戸籍を再製する場合など

豊
か
な
羊
年
に
！

平
成
三

年
は
未
年

で
す
。

羊

は
「
お
と
な
し

い
」
「
柔

順
」

「
群

れ
に
な
る
」

な
ど
の
イ
メ

ー

ジ
が
あ
り

ま
す

が
、
何
よ
り
も

わ

た
し

た
ち

が
実
感
で

き
る
の
は

、

ウ
ー

ル
の
セ
ー

タ
ー
や
皮
製
品

の

肌

ざ
わ
り

と
温

か
さ
で
す
。

日
本

に
は
、
羊

に
ま
つ
わ

る
諺

（
こ

と
わ

ざ
）
が
あ
ま
り
多
く
あ

り
ま

せ
ん
。

明

治

の

初

期

、

政

府

は

緬

羊

（

め
ん
よ
う

）
の
飼
育
振
興
を

試

み
ま
し

た

が
失

敗
。

そ
の
後

、
軍

服
な

ど
の
製
造

の
た
め
に
、
羊

の

飼
育

が
奨
励

さ
れ
ま
し

た
。

ま

た
、
戦
後

は
農
家
の
副
業

と

し
て

、
多

い
と
き
は
百
万
頭
も

飼

育

さ
れ
て

い
ま
し

た
。
し

か
し

、

現
在

の
飼
育
頭
数

は
、
北
海

道
や

東
北

な
ど
を
中
心

に
、
三
万

七
百

頭
ぐ

ら

い
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

最

近
で
は

、
全
国

各
地
で

観
光

牧
場

な

ど
の

整
備

が
進
み

、
子

供

た
ち

が
羊
を
見

る
機
会
は

増
え
ま

し

た
。
羊
毛

は

、
天

然
繊
維

の
人
気
上

昇

で
、
日
本

で
の
需
要

が
増
え
て

い
ま
す
。
外
国

産

が
中
心

で
、

オ

ー

ス
ト
ラ

リ
ア
や

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
か
ら

輸
入
し
て

い
ま
す
。

さ
て

、

二

年

の
計
は
元
旦

に

あ
り
」

と
い

い
ま
す
。

今
年

の
目

標
を

決
め
、

。
迷
え

る
羊

″
に
な

ら
な

い
よ
う

、

ス
タ
ー
ト

を

切
り

た

い
も
の
で
す
。

新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

平
成
三
年
　
元
　
旦

3●総務課／議会から

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
政
治
家
は
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
、
年
賀
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

蓬

田

村

議

会

●詳しくは役場戸籍窓口でおたずね

ください。

（2） 誤字・俗字を正しい字で記載す

る場合には、届出の時あるいは

戸籍に記入した後にその旨をお

知らせします。



1990年村の重大ニュース！

昨
年

、
村

が
主
催
し
た
大
き
な
行
事
等
と
し
て
、

温
泉

ボ
ー
リ

ン
グ
エ

事
、
村
民
祭

へ
村
出
身

の

歌
手
を
招

い
た
り
等

、
ま
た
、
中
沢

部
落
に

お

い
て
は
二
千

年
の
文
化
を

継
承
し
て

、
田

植
祭

を
開
催
す

る
な
ど
色

々
な
事

が
あ
り

ま
し

た
。

昨
年
は
、
こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た

1990年村の重大ニュース●4

1/3～4第10回蓬田村

民祭

8/26　3千人のお客さんで賑わった

牧場祭

7/27村民体育祭で阿弥陀川チームが総合優勝

5/27中沢部落が田植祭を

実施

5/15ワープロ教室スター

ト！

9/28い～い湯が沸くようにと安全祈願

！
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団体女子の部で準優勝！

個人戦では福浦佳奈子さんが見事優勝

第２回東津軽郡小学生卓球大会

明
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
指
し
て
…
…

十
二
月
二
日
（
日
）
村
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
東
津
軽
郡
内
小
学
生
に
お
け

る
卓
球
競
技
の
普
及
発
展
を
期
す

と
と
も
に
、
相
互
の
技
術
の
向
上

と
親
睦
を
目
的
に
、
東
津
軽
郡
体

育
協
会
（
会
長
小
嶋
要
市
）
主
催

の
第
二
回
東
津
軽
郡
小
学
生
卓
球

大
会
が
、
選
手
及
び
関
係
者
合
わ

せ
て
三
百
名
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

午
前

九
時
三

十
分

か
ら
始
ま
っ

た
開
会
式

で
は
、
小

嶋
大

会
長
よ

り
「
選
手

の
皆

さ
ん

は
学
校
で
の

練
習
成
果

を
今
日
は
発

揮
し

て
ほ

し

い
。
ま

た
、

い
ず

れ
は
オ
リ

ン

ピ
ッ
ク
選
手

を
目
指
し
て
ほ
し

い
」

と
挨
拶

か
お

り
、
来

賓
を
代
表
し

て
奈
良

尹
教
育
長
よ
り

「
今
日
は

た
く

さ
ん
の
選
手

が
参

加
し
て
く

れ
ま
し

て
あ
り

が
と
う
。

卓
球
は

一

生
通
じ
て

出
来
る

い
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

今
日
は
常
日
頃

の
練
習

成
果

を
発
揮
し

て
下

さ
い
」
と
祝

辞

を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

引
続
き

、
青
木
實
審
判
長

か
ら

競
技
上

の
注
意

が
あ
り
ま
し

た
。

選
手

を
代

表
し

て

、
蓬
田

小
学

校
六
年

の
森
寿
朗
（
阿

弥
陀
川

）

君

と

、
工

藤
美
由
紀
（
中
沢

）

さ

ん

が
元
気

一
杯
選
手
宣

誓
を
し
て

開
会
式
を
閉

じ
ま
し

た
。

今
回
参
加
し

た
チ

ー

ム
は
、
蓬

田

小
学
校

、
蟹
田
小
学

校
（
蟹
田

町

）
、
小
国
小
学

校
（
蟹
田
町

）
、

大
山
小

学
校
（
蟹
田
町

）
、
二
股

小

学
校

（
今
別
町

）
、
小

湊
小
学

校
（
平
内

町

）
、
狩
場

沢
小
学
校

（
平

内
町

）
、
束
小

学
校
（
平
内

町

）
、
東
栄
小

学
校
（
平
内
町

）
、

浦
田
小

学
校
（
平
内
町

）
の
十
チ

ー

ム
で
、
熱

い
戦

い

が
繰
り

広
げ

ら

れ
ま
し
た
。

競

技
は
、
日
本
卓

球
協
会

の
ル

ー

ル
に
従

い
、
二

十
一
本
三

セ
ッ

ト
で
ニ

セ
ッ
ト
先
取
法

に
よ

る
も

の
で
行

わ
れ
、
男
女

団
体
戦

、
男

女
個
人

戦
、
「

バ
ン
ビ
の
部
」
（
小

学
一

上

一
年
）
「
カ
ブ

の
部
」
（
小

学
三

～
四

年
）
「
ホ
ー

プ
ス
の
部
」

（
小
学
五

～
六
年

）
と
学
年

ご
と

に
別

れ
行

わ
れ
ま
し

た
。

試
合
の
結
果

は
、
男
女

バ
ン

ビ

の
部
で
は
、
蓬
田
チ

ー

ム
し

か
参

加

が
な
か
っ

た
た
め
目
出
度

く
全

員

が
入
賞
を
果

た
し

た

ほ
か
、
団

体
の
部
で
は

女
子

が
準
優

勝
を
獲

得
。
個
人
で

は
、
福
浦
佳

奈
子

（
瀬
辺
地
）
さ
ん
が
並
み
い
る
強

敵

を
倒
し
見

事
優
勝
を

飾
っ
た
ほ

か
、
他

の
選
手

も
続

々
と
入
賞
を

果

た
し
ま
し

た
。

二

回
目

を
迎
え

た
こ
の
大
会
も

午
後
四
時
過

ぎ
に
は
一

人
の
け

が

人
も
な
く
無

事
終
了
し

ま
し

た
。

結
果
は
次

の
通
り
で
す

。

▼
団
体

（
女
子

）
＝

準
優
勝

「
蓬

田
小
学

校
」

▼
個
人
（
男
子

バ
ン
ビ
の
部
）

①
田
中
直
樹

（
蓬
田

）
②
川
崎
信

也
（

広
瀬

）
③
川
崎

秀
瞶
（

広
瀬

）

④
大
宮

俊
彦
（

郷
沢

）
⑤
福
田
康

寿
（

郷
沢

）

▼
個
人

（
女
子

バ
ン

ビ
の
部

）

①
福
浦

望
（
㈲
辺

地
）
②
森
倫
子

（
阿
弥

陀
川

）
③

太
田

絢
子

（
宮

本

）
④
中

川
由
香

（
郷
沢

）

▼
個
人

（
男
子

カ
ブ
の
部

）

⑤
森
喜

朗
（
阿
弥

陀
川

）
⑤
大
宮

裕
之

（
郷
沢

）
⑤

武
井

洋
史
（
蓬

田

）

▼
個
人
（
女

子

ホ
ー
プ
ス
の
部

）

①
福
浦

佳
奈
子
（

㈲
辺
地

）
③
小

野
由

紀
子

（

郷
沢

）
③
工

藤
美

由

紀
（
中
沢

）
⑤
大

宮
千
尋
（
郷
沢

）

⑤

越
田

絵
梨
香

（
㈲
辺
地

）

5●東郡小学生卓球大会
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テーマは"村民の健康″

ここに掲げたのは、今後村が玉松一帯をこのような方向で整備し

ていきたいという構想図です。

村の聖地とされてきたこの地域には、今玉松台を中心に海水浴場、

児童館、老人憩いの家がありますが、この構想ぱ 村民の健康”を

テーマに地域の拡大をはかりながら再整備し、あわせて村の活性化

につなげようとするものです。

開田を進めてきたわが村で、まとまりをもった整備をしようとす

れば、ここ玉松一帯が最も適しています。

海水浴場の再整備や、人工の島、野球場、テニス・コート、ゲー

トボール・コート、温泉浴場、高齢者に関する施設、キャンプ場、

ジョギング・コースなどの新設が盛り込まれていますが、具体的に

は施設ごとに年次計画が立てられ実施されることになります。

村政施行100 周年 を期に、一つの角度から村の発展を思いまとめ

られた構想ですが、これを全て造り上げるとすれば長い年月と多く

の費用がかかります。皆様の理解と協力がなければかないません。

よろしくお願いします。

玉松地域をこうしたい●6

蟹
田
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7●玉松地域をこうしたい！
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広　報　よ　も　ぎ　た

誰もが幸せに
暮せる村づくりを目指して！

第８回社会福祉大会

地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
よ
う
。

私
た
ち
は
誰
で
も
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
生
活
で
き

な
い
人
達
が
多
く
い
ま
す
。
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
老
人
、
体
に

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
達
、
事
故
で
親
を
な
く
し
た
子
供
達
、
病
気

と
闘
っ
て
い
る
人
達
な
ど
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
決
し
て
無
関
心
で
は
い
ら

れ
ず
、
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
、
十
二

月
五
日
（
水
）
玉
松
公
民
館
に
お
い
て
福
祉
関
係
者
約
百
八
十
人
が

参
加
し
て
、
第
八
回
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

指

導

課

長

が
「

知

恵
袋

の
紐

を

と

い
て

み

ま

せ

ん

か

」

と

題

し

て
記

念
講

演
。
「
二
十
一

世
紀
の

村

づ
く
り

に
は
、
こ

れ
ま

で
荒
波

を
乗
り
越
え

て
き
た
先

人
（
先
達

）

の
助
言

・
苦
言

が
大

切
だ
。

培
っ

て

き

た

知

恵

を

堅

い
紐

で
結

ば

な

い

で

、

地
域

や

若

い
父

母

達

に
ほ

ど
こ
す

こ
と

が
、
や

が
て
は

将
来
を

担
う

こ

ど
も

た
ち
の
た

め

と
な
っ
て

、
よ
り
よ

い
村

づ
く
り

に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

お
じ

い
さ
ん
、
お

ば
あ

さ
ん
の
果

た
す

役
割
は
重
要

だ
」

と
話
し
て

く

れ
ま
し

た
。

昼
食

休
憩
に
、
村
母
子

寡
婦
福

祉
会
（

高
田
京
子
会
長

）
の
協
力

に
よ
り
手

作
り
弁
当

が
参
加
者
全

員
に
配

ら
れ
ま
し

た
。

ま

た
ア

ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は

保

育
所

の
可

愛

い
こ

ど
も
た
ち
の
遊

戯
で

、
楽
し

い
ひ

と
と
き
を
過

ご

し

ま
し

た
。

午
後
か
ら

の
式
典
で
は

、
大
会

長

の
坂
本
豊

道
社
会
福
祉
協

議
会

長

が
「
村
民

の
幸
せ
な
く
し

て
、

村

の
発
展

は
な
い
。
皆

が
健
康
で

明
る

い
村

づ
く
り
を
」

と
式
辞
を

述

べ
、
八
戸
良

次
郎
村
長

が
「
常

日
頃

か
ら

社
会
福
祉
に
対
し

て
、

あ

た
た

か
い

ご
支
援
を

賜
り
感
謝

申
し

上

げ
ま
す

。
行
政

と
し

て
も

福

祉
向
上

の
た
め
に
頑
張

っ
て
ま

い
り
ま
す
」

と
あ

い
さ
つ
の
後

、

社
会
福
祉

の
た
め
に
多

額
の
寄
付

を
し

て
く

れ
た
藤
本
作

蔵
さ
ん
他

三

氏
に
感

謝
状
の
授
与

と
県
共
同

募

金
会
長

感
謝
状
の

伝
達

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

来
賓

と
し

て
工
藤
堅

固
東
地

方

福
祉
事

務
所

長
、
木
戸

一
郎
東
郡

社
会
福

祉
連
絡
協
議
会

長
よ
り

。

「
地
域
福

祉
活
動

の
リ

ー

ダ
ー
と

●

社
会
福
祉
寄
与

感
謝

状

藤
本
作
蔵

、
八

戸
初
恵

、
鈴
木

キ
ヌ
エ
、
小
野

博

●

県
共
同
募
金
会

長
感
謝

状

▼

「
個
人
」
吉
田

清
光

、
坂
本
繁

男
、
坂
本
豊

道
、
坂
本

祐

二

八

戸

一
郎
、
野

藤
あ

い
、津
島

鉄
男

、

工

藤
弘
、
小
松

宗
、
田
中

勝
家
、

小

松
直
作

、
高
田
仁
吉

、
小

猿
粕

雄
、
山
館
清

、
佐
井
浩
行

、
久
慈

寛

二

佐
井

武
道

▼

「
法
人
」
田

浦
建
設

、
坂
本
養

鶏
組
合

、
坂
本
建
材

社会福祉大会●8

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
汢

た
大
会
で
は
、
青
森
県
総
合
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
孝
希
研
修

な
っ
て

活
動
さ

れ
て

い
る
皆
様

方

に
敬
意

を
表
し
ま
す

」
と
祝
辞

を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

最

後
に
、
大
会

の
成
功

と
ま
す

ま
す

の
発
展
を
祈

念
し

万

歳
を
三

唱
し

て
大
会
を
無

事
終
了
し

ま
し

た
。



広　報　よ　も　ぎ　た

社会福祉事業に
役立てて！

村母親クラブ連合協議会と
村役場女子職員が寄付

十
一
月
二

十
八
日
（

水
）
村
社

会

福

祉

協

議

会

で

、
小

松

事

務

局

長

へ

社

会

福

祉

事

業

に

役

立

て

て
下

さ
い
と
村
母
親

ク
ラ

ブ
連

絡
協

議
会
会
長

の
坂
本
藤
枝

さ
ん

と
、
村
役
場

女
子

職
員
代
表
よ
り

温

か

い
善
意

の
寄
付
、
両
団

体
合

わ
せ
て
一
万
四

千
円
余
り

が
手

渡

さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
十
一
月
三

、
四

日

に
行
わ

れ
た
第

十
回
蓬
田
村

民

祭

に
お

い
て

、
母

親
ク
ラ

ブ
は
フ

ラ

ン
ク
フ

ル
ト
や

シ
ュ
ー
ク
リ

ー

ム
等

を
販
売
し

た
収
益
金
を

、
ま

た

、
役
場
女
子
職

員
は
家
庭
に
眠

っ

た
ま

ま
に
な
っ

て
い
る
不

用
品

を

バ
ザ
ー
し

て
得

た
益
金
で
す
。

寄
付

に
訪

れ
た
両
団

体
の
代
表

は
「
こ

れ
か
ら
も
地
域

・
職
場
ぐ

る
み
で
福

祉
活
動
を

続
け
て

い
き

ま
す
」

と
話
し

て

お
り

、
こ
れ
を

受
け
て

、
小

松
事
務
局

長
は
「
皆

さ
ん
の
心
配

り
に
感

謝
し

ま
す
。

地
域
福
祉
向
上

の

た
め
有

効
に
使

わ
せ
て
も

ら

い
ま
す
」

と
感
謝
し

て

い
ま
し

た
。

両
団
体

は
昨
年
も
同
様

に
寄
付

を
行
っ
て

お
り
、
今
後

ま
す

ま
す

の
活
躍

が
期
待

さ
れ
ま
す
。

・
太

卜
指
　

あ

れ
も
こ

れ
も
と
　

初
詣
　
　
　
　
　
　
栄
博

・

年
新
た
　

夢

と
抱
負

を
　

ち
ょ
っ
と
持

つ
　
　
　

俊
久

・

立
ち
汽

車
で
　

故
郷
の

新
春
　

祝

う
膳
　
　
　
　

勝
子

・

年
玉

に
　

祖
父

毋
笑
顔

の
　

チ

を
合

わ
せ
　
　
　

正
｛ 暮

ら
し
と電
気
安
全

（
財
）
東

北
電
気
保
安
協
会

税 務 等 の 無 料ｲ 固別 相 談 を

開催します！

蓬田村商工会では、悍問の税理士の方によ

る税務等の無料個別相談を開催しますので、

お気軽にご利用下さい。

◆相談日　平成３年１月22日～25 日（４日間）

◆時　間　午後１時30分～午後４時30分まで

◆場　 所　蓬田村商工会館

◆批当税理士　 木　村　繁　先生

凧
揚
げ
が
一
般
に
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
、
江
戸
時
代
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
庶
民
の
凧
揚
げ
熱
の

高
ま
り
に
明
暦
元
年
（
今
か
ら
三

百
三
十
五
年
前
）
の
当
時
の
幕
府

か
ら
、
通
行
妨
害
な
ど
の
理
由
で

禁
止
命
令
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
依
然
と
し
て
凧
揚
げ
は
続

い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
で
は
凧
揚
げ

写
真

・
真

白
な
　

雪

は
子
供
の
　

夢
芝
居
　
　
　
　
　
　
　

勝
子

・

か
が
や
く
目
　

予
等
は

マ
ッ
コ

を
　

又
か

ぞ
え
　

俊
久

・

御
無
少

汰
を
　

賀
状
で

詫
び
て
　

ゴ
ロ
寝
す

る
　

栄
博

・

何
も
し
て
　

や
れ

ぬ
犇

む
孫
の
　

無
事
祈
り
　
　

正
【

を
す
る
適
当
な
広
場
が
少
な
い
ば

か
り
か
、
場
所
を
選
ば
な
い
と
自

動
車
や
電
線
に
触
れ
て
交
通
事
故

や
停
電
事
故
を
ひ
き
起
こ
し
非
常

に
危
険
で
す
。

万
一
凧
が
電
話
に
ひ
っ
か
か
っ

た
場
合
は
、
素
人
の
取
り
は
ず
し

は
感
電
や
墜
落
の
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
電
力
会
社
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

郷
　

沢中
　
川
　
　
　
悟
さ
ん

昭
和
六
十
二
年
九
月
六

日
、
第
四
回
青
森
県
空
手

道
選
手
権
大
会
に
出
場
し

て
、
二
回
目
の
三
位
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
の
眄
は

優
勝
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ミ

ナ
不
足
の
た
め
優
勝
者
に

負
け
て
し
ま
い
、
と
て
も

残
念
な
選
手
権
大
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

新
年

あ

け

ま
し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま
す

。

今

年

も

ま

た

暖
冬

の

影

響
で

、

雪

不

足
が

心

配

さ

れ
て

お

り

ま

す

。
雪

を

テ

ト
々

に

一
句
ど

う
で

す
か
。

凧
揚
げ
に
は
注
意
！

一
枚
の

中
川
さ
ん



広　報　よ　も　ぎ　た

東郡スキー大会開催決定。

邏ﾋ 年連続雪夕 足のjS?･ 、一開f崔･j萱 簀 戸yuｒ し/こ、束郡体育
ai
会主催の凍謡叫 唹 儼 五倫もﾌﾟ鄙 よ早他の１月20日（日）に

隰催日を決定しよ 偏２ ｙ し たや 似櫛 ）方が選手として大会

１亡参加七てくれるこ とをお待ちしております。

※詳しいことを知りたい方は、下記まで連絡下さい。

●連絡先

◆ スキー部事務局木村先雄　≪27  ―2111　（内) 224

4J 争村教育委員会社会教育課　a  27-2111　 （内) 272

検察審査会を知っていますか。

交通事故、詐欺など被害にあったのに、検察官

がその事件を裁判にかけてくれない。どうも納得

できない。

このような人のために、検察官のした処分が正

しかったかどうかを審査する機関として、「検察

審査会」があります。

検察審査員候補者は、衆議院議員の選挙権をも

っている人の中から、選挙管理委員会がくじによ

って無作為に選びます。さらに候補者の中から、

くじによって検察審査員が選ばれることになって

います。

あなたもいつか、審査員に選ばれる事があるか

もしれません。選ばれたときには、一般の国民の

代表として、ご協力をお願いします。

詳しいことは、青森市長島１丁目３番26号

「青森検察審査会事務局」容0177-22-5351

毎
週

水
曜
日
午

後
七

時
か
ら

、

村
農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
村
中

央
公
民
館

主

催
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
教
室

が
開

催

中

で
す
。

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
少
し
で

も
興

味
の
あ
る
方

、
ル
ー

ル
を

勉
強
し

た
い
方
、
誰
で

も
気
軽

に
参
加
で

き
ま
す
の
で

ど
し

ど
し

ど
う

ぞ
Ｉ
。

ま
た
、
今
年

は
十
二

月
二

十
六

日
（
水

）
で
教
室
は

終
了
し

ま
す

が
、
来
年

は
、
一
月
十

六
日
（

水

）

か
ら
始
ま

る
予
定
に
な
っ

て
お
り

ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
左
記

ま
で
問
合

せ
下

さ
い
。

◆

村
中

央
公

民
館

登
二
七
－

二

○
七
六

村
中
央
公
民
館

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
へ
ど
う
ぞ
！

１月の土曜閉庁日は

１２日と２６日です

ただし中央公民館、幼稚園、保育

所、児童館はこれまでどおりです

村体育協会/各課から●10

あなたが審査員に

選ばれたら

ご協力を！

スキーヤーは全員集合！

1月20日（日

）



を
し

た
こ
と
も
あ
り

、
そ

れ
も

こ

れ
も
す

べ
て
六
人

の
子

供
達
を

一

人
前

に
育
て
な
く
て

は
と

い
う

一

念
か
ら
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

青

森
県
は
ヒ

バ
の
宝
庫
。
そ

の

中
で

も
津
軽
半
島

の
ヒ

バ
は
少
し

堅

め
の
下

北
半
島

の
も
の
に
比

べ

木

の
質

が
柔
ら
か

い
の
で
割
り

奢

の
材

料
に
適
し
て

い
る
子
っ
で
す
。

現

在
、
全
国
で
造

ら
れ
て

い
る

割
り
箸

は
百

十
億
膳
。

ほ
と
ん

ど

が
機

械
造
り
で
す

が
、
上

口

さ
ん

は
原
木

の
丸

太
を
鋸
（
の
こ

ぎ
り

）

で
切
り
ナ

タ
で
割
っ
て

、
そ

れ
を

マ
キ
リ

一
本
で
箸

の
形

に
と

と
の

え
て
完

成
さ
せ
ま
す
。

現

在
造
っ
て

い
る
の
は
、
長

さ

七
寸
（
二

十
一
ｍ

）
、
八

寸
（
二

十
四

四
）
、
九
寸
（
二

十
七
ｍ

）

の
三

種
類
で
、
八
寸

、
九
寸
は
民

芸
品
用

と
し

て

、
ま

た
八
寸

、
九

寸
を
合

わ
せ
た
「
夫
婦

箸
」
を

全

国
各

地
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。

最
近

で
は
、
全
国
各

地
の

デ
パ

ー
ト
よ

り
実
演
会

の
依
頼

が
あ
り
、

全
国

狭
し

と
飛

び
回

っ
て

い
る
毎

囗
で
す
。

「
箸

で
は
何

も
儲

か
ら
な

か
っ

た
け

れ
ど
、
子
供

が
ま
っ
と
う

に

育
っ
て

く
れ
た
こ

と
が
一
番

の
も

う
け

だ
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

今
年

、
八

十
四
歳

の
年
男
を
迎

え

、
仕

事
に
ま
す
ま
す

桁
を
出
寸

上
口
清

吉
さ
ん
は
今
日
も
頑
張
る
。

先日、わが村を通過している北

緯41°のラインが判明しました。

場所は、木村智美(瀬辺地)さん

宅門柱前です。

木村さん宅の前の国道280 号線に、

青のスプレーで北緯41°のライン

を示した目印がありますので、一

度ご覧下さい。

定予事行月１
１１一９

（

」Ｏ
Ｉ７１７１８１０

（
‥乙

ぷ
任
？

】

６Ｑ
乙

，
日

少

年

ス

キ

ー

教

室

（

村

営

ス

キ

ー

場

）

始

業

式

始

業

式

母

親

教

室
　
:
0
0
～

（

村

中

央

公

民

館

）
．

身

体

測

定

東

邦

ス

キ

ー

大

会

（

村

営

ス

キ

ー

場

）

村
民

ス
キ
ー
教
室

「
ナ

イ
タ
ー
」
　（
村
営

ス
キ
ー
場
）

村
民
ス
キ
ー
教
室
「
ナ
イ

タ
ー
」
　（
村
営

ス
キ

ー
場

）

三
…

…

行

作

土

］
　
　

事
　

’’

社
会
教
育
課

蓬
田
中
学
校

蓬
田
小
学
校

民
　
生
　
課

蓬
田
小
学
校

束
祁
休
育
協
会

社
会
教
育
課

社
会
教
育
課

担
　
　
当

11●談話室／行事予定

現
在
、
日
本
で
た
だ
一
人
！

今
回
は
、
四
十
三
年
間
も
の
長

い
間
ヒ
バ
の
割
り
箸
を
手
造
り
し

て
い
る
全
国
で
も
た
だ
一
人
の
職

人
、
上
口
清
吉
（
長
科
）
さ
ん
に

取
材
し
ま
し
た
。

上

口
さ
ん

の
割
り
箸
造
り

の
き

っ

か
け
は
、
樺

太
（
か
ら

ふ
と
）

か
ら
引
上
げ
て
来

て
、
ア
イ

ス
キ

ャ
ン

デ
ー
の
棒

ッ
コ
造
り

か
ら
始

ま
り

ま
し

た
。
ま

た
、
人
の
勧

め

で

割
り
箸
を
造
り

出
し
た
そ
う
で
、

忙
し

い
時
は
夜

も
寝
な

い
で

仕
事

み
～
つ
け
た

3

5

談話室
No.35
がんばる
上口清吉さん
長科



ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬

田
村
制
一
〇
〇
周

年
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
先
日
友

人
よ
り
送
ら

れ
て

き
た
百
周

年
記

念
「
よ
も

ぎ
た
」

を
拝
見
し
我

々

の
頃

と
は
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し

ま
い
お

ど
ろ

い
て

お
り
ま
す
。

行

政
、
教
育

、
福

祉
、
保
健
衛

生
等

私
共
の
育
っ

た
頃

と
は
予
想

も
つ

か
な

い
発
展

ぶ
り
で
す
。

私
も
落
語

家
を
目
指
し
上

京
し

て
か
ら
も
う

十
五

年

が
過

ぎ
ま
し

た
。
私
の
選

ん
だ
師
匠
は

、三

遊
亭

人 口 と 世 帯 数

(11月30日現在)

圓
馬

門
下

橘
ノ

圓
（

山
形

県
出
身

）

と
申
し

ま
す
。

な

ぜ
こ
の
人
を
選

ん

だ
か
と

い
う

と
当
時
東
北
出
身

の
落
語
家

は
圓
師
匠
只

一
人

だ
っ

た
の
で
す
。

弟
子

に
し

て
く

れ
と

門
を

た
た
い
た
の
で
す

が
、
落
語

と
は
江
戸

噺
了

言
葉

に
な
ま
り

が

あ
っ
て

は
だ
め

だ
と
入
門

を
断
わ

ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て

落
語
家
は

生
涯
貧
乏

暮
し
、
落
語

家
に
な
る

よ
り
落
語

家
を
呼

べ
る
様
な
人
材

に
な
り
な
さ
い
と
言

わ
れ
ま
し

た
。

そ

の
後
、
新
聞

広
告
で

ビ
ル
管

理
会

社
の
水
処
理
部
門

に
入
社
し

ま
し

た
。

そ
の
仕

事
に
従
事
し
な

が
ら

も
師
匠
の

後
を
追
っ
て
寄
席

通

い
、
師
匠

が
高

座
を
終
っ
て
出

て
く

る
所

を
楽
屋
入

口
で
待
っ
て

総人口4,184人
男　2,01Z人
女　2,167人
世帯数1,056世帯

11月受付分

お誕生おめでとうございます

㈲
江
戸
川
サ
ー
ビ
ス

社
長

武
　
井
　

利
　

昭

さ
ん

（
落
語
家
　

橘
ノ
の

ど
か
）

「
橘
ノ

の

ど
か
」

を
い
た

だ
き
ま

し

た
。
以

来

い
ろ

ん
な
寄
席

へ
出

ま
し

た
。

一
番

感
動
し

た
こ

と
は

六
十

一
年
夏

、
山
形

県
南
陽
市
民

会
館

で
三

遊
亭
円

楽
師
匠

と
共

演

し

た
こ
と
で
し

た
。

お
か
け
様
で
会

社
の
方
も
順

調

で
現

在
社
員

十
六
名
、
平
成
元

年

度

決
算
一
億
七
千
万

円
と
毎

年
発

ご結婚おめでとうございます

展
し
て

お
り
ま
す
。
落
語
家

と
し

て
の
道

も
事
業
の
方
も
両

立
を
さ

せ
努
力
し

、
我

が
故

郷
蓬
田

村
出

身
を
誇
り

に
持
ち

芸
の
道
と
事
業

家

と
し

て
の
道
を

全
う
し

ま
す
。

最

後
に
蓬
田
村

の
ま
す
ま
す

の

御
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

めも

S･･現住所／千葉県東葛飾郡沼南町1574-70

／登0471(91)6307>･･生年月日／昭和25年11

月17日卜 出身／蓬田／武井照太郎氏三男･･･

家族構成／妻・美栄子・長男・剛将（ごう

しよう）･・好きなもの／（スポーツ）空手

道五段・ゴルフ・エレキギター･・経歴／青

森大学卒業（昭和49年）・有限会社江戸川

サービス設立（昭和54年）落語芸術協会橘

ノ圓入門許可（昭和58）～現在に至る

けっぱる蓬田人／戸籍窓口●12

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
8

広　報　よ　も　ぎ　た

田中　久志

おくやみ申し上げます

佐井　正吉（広　　 ㈲　80 歳）

八戸　 ソワ（阿弥陀川　76 歳）

穂波　ふさ（蓬　　 田　82 歳）

藤田　賢一（中　　 沢

太田留美子（青 森 市

中村　　健（青 森 市

田中　邦子（広　　 瀬

稲田　 豊（青 森 市

青木ルリ子（阿弥陀川

久慈　 和寛（瀬 辺 地

棟方 泰子（青 森 市

石岡　重政（弘 前 市

森　 幸子（阿弥陀川

奥峅　 秋法（青 森 市

稲葉　 和江（高　　 根

藤本　義彦（長　　 科

豊島真由美（平 内 町

一戸　 厚志（五所川原市

中川　康子（郷　 沢

田中　　 功（蟹 田 町

武井　 久子（蓬　　 田

い
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
を

く
り

返

し
二

年
三

年

と
過
ぎ
ま
し

た
。

そ

し

て
五
十
四

年
四

月
に
総
合

水
処

理
事
業
会

社
を
設
立
し
ま
し

た
。

時
間

が
あ

る
時
は
、

と
に
か
く
寄

席
へ
行

く
よ
う
に
し
ま
し

た
。

そ

し

て
五

十
八

年
三

遊
亭

圓
馬

大
師

匠

が
永
眠

さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
時

上

野
本
牧

亭
で
追
悼
寄
席

、
橘
ノ

圓
の
会

が
開

か
れ
ま
し

た
。

そ
の

時

師
匠
に
出

て
み
る
か
と
言
わ
れ
。

「
お
願

い
し

ま
す
」

と
言
う

と
、

お
前
は
門

を
た
た

い
て

十
年
に
な

る
。
よ
く

が
ん

ば
っ

た
な
。

今
の

仕
事
を

絶
対

や
め
な

い
と
い
う
条

件
で
入
門

を
許
可

す

る
。

お
前
は

津
軽
平
野

で
の

ど
か
に
育
つ
た
ん

だ

ろ

う

と

い
う

こ

と

で

、

芸

名

功　　　．
久　 子　長男
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